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(百万円未満切捨て)

１．平成24年３月期第３四半期の連結業績（平成23年４月１日～平成23年12月31日）

（１）連結経営成績(累計) (％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年３月期第３四半期 12,443 11.2 △193 ― △149 ― △179 ―

23年３月期第３四半期 11,194 7.4 147 ― 251 ― 114 ―

(注) 包括利益 24年３月期第３四半期 37百万円(△68.3％) 23年３月期第３四半期 116百万円( ―％)

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

24年３月期第３四半期 △4.64 ―
23年３月期第３四半期 2.97 ―

（２）連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

24年３月期第３四半期 18,863 12,540 66.5
23年３月期 19,933 12,619 63.3

(参考) 自己資本 24年３月期第３四半期 12,540百万円 23年３月期 12,619百万円

２．配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年３月期 ― 0.00 ― 3.00 3.00

24年３月期 ― 0.00 ―

24年３月期(予想) ― ―

(注) 直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 有

 当期純利益の業績予想額が「未定」であるため、配当予想額につきましても一旦「未定」とさせていただきます。

３．平成24年３月期の連結業績予想（平成23年４月１日～平成24年３月31日）

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 17,000 8.5 △190 ― △110 ― ― ― ―

(注) 直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 有

 当期純利益の業績予想額は現時点において「未定」であります。詳細は添付資料４頁「連結業績予想に関する定性
的情報」をご覧ください。



  

 

   

   

   

   

   

   

   

   
  

 

   

 

４．その他

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 ： 無

  (連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

新規 ―社（社名） 、除外 ―社（社名）

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

（４）発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 24年３月期３Ｑ 41,207,730株 23年３月期 41,207,730株

② 期末自己株式数 24年３月期３Ｑ 2,482,754株 23年３月期 2,477,792株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年３月期３Ｑ 38,727,197株 23年３月期３Ｑ 38,736,615株

※ 四半期レビュー手続の実施状況に関する表示

・この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外でありますが、この四半

期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了してお

ります。

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

・本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付

資料４頁「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報 

（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第３四半期連結累計期間における日本経済は、震災及び原発事故の影響による深刻な状

況が続く中、景気はサプライチェーンの立て直しが進み持ち直しの動きを見せたものの、

復興の遅れや欧州債務危機等による海外景気の下振れと円高により、足下では悪化が懸念

されております。 

化学業界におきましても、震災や原発事故、タイの洪水被害の影響等により需要は停滞し

ており、加えて原料価格が高騰する厳しい事業環境となりました。 

このような状況下、当社グループはお客様への製品の安定供給、既存製品及び新規製品の

拡販、原料価格の高騰に対処した適正な価格水準の確保に取り組んでまいりました。しか

しながら売上高の大部分を占める化学品事業において、震災及び原発事故の影響や夏季電

力使用制限の影響等により多くの製品において減販、減産を余儀なくされました。 

その結果、当第３四半期連結累計期間における経営成績は、売上高は全体的に販売数量が

減少したものの、原料価格の高騰に対処した製品価格の是正と第１四半期における震災関

連需要による有機酸系誘導品の販売数量の増加により 12,443 百万円（前年同期比 1,249 百

万円増収・11.2％増）と増収となりました。一方、損益面では販売数量の減少、設備稼働

率の低下による固定費負担の増加及び一部原料価格の高騰の影響により営業損失は 193 百

万円（前年同期は 147 百万円の営業利益）、経常損失は 149 百万円（前年同期は 251 百万円

の経常利益）、四半期純損失は 179 百万円（前年同期は 114 百万円の四半期純利益）といず

れも大幅な減益となりました。 

 

これをセグメント別に見ますと次のとおりであります。 

① 化学品事業 

・有機酸製品 

無水フタル酸は販売数量が減少した結果、原料価格の高騰に対処した製品価格の是正が

進んだものの若干の減収となりました。 

その他の有機酸につきましては、コハク酸は生分解性樹脂向けの販売が増加し増収とな

りました。フマル酸は販売数量が増加し増収となりました。 

・有機酸系誘導品 

可塑剤は販売数量の増加並びに原料価格の高騰に対処した製品価格の是正により増収

となりました。 

マキシモール®は第１四半期において仮設住宅向けの販売数量が増加したため、増収と

なりました。 

・キノン系製品 

パルプ蒸解助剤ＳＡＱ®は震災の影響により販売数量が減少し減収となりました。アン

トラキノンは震災の影響により減産となったため販売数量が減少し、加えて輸出において
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は円高の影響も受け減収となりました。ナフトキノンは製品価格の是正により増収となり

ました。脱硫触媒ＮＱＳ®は、販売数量が増加し増収となりました。なお、農薬原体アセ

キノシルは原発事故の影響により大幅な減収となりました。 

 

以上の結果、化学品事業全体としての売上高は 12,401 百万円（前年同期比 1,278 百万円

増収・11.5％増）、営業損失は 199 百万円（前年同期は 142 百万円の営業利益）となりまし

た。 

 

② その他の事業 

その他の事業につきましては、業務受託量が減少したため売上高は 42 百万円（前年同期

比 28 百万円減収・40.4％減）となりましたものの、固定費の圧縮に努めた結果、営業損失

は 0百万円（前年同期比 2百万円の損失縮小）となりました。 

 

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

資産、負債、純資産の状況 

当第３四半期連結会計期間末における総資産は 18,863 百万円となり、前連結会計年度

末に比べ 1,070 百万円減少いたしました。 

流動資産は、主に短期貸付金が減少したことにより、前連結会計年度末に比べ 914 百万

円減少し、8,583 百万円となりました。 

固定資産は、主に保有株式の時価評価の減少により、前連結会計年度末に比べ 155 百万

円減少し、10,280 百万円となりました。 

当第３四半期連結会計期間末における負債合計は 6,323 百万円となり、前連結会計年度

末に比べ 990 百万円減少いたしました。 

流動負債は、主に買掛金の減少により、前連結会計年度末に比べ768百万円減少し、3,041

百万円となりました。 

固定負債は、主に退職給付引当金は増加しましたが、税制改正に伴う実効税率の見直し

によって繰延税金負債が減少したことにより、前連結会計年度末に比べ221百万円減少し、

3,282 百万円となりました。 

当第３四半期連結会計期間末における純資産は 12,540 百万円となり、前連結会計年度

末に比べ 79 百万円減少いたしました。 

株主資本は、主に四半期純損失 179 百万円の計上及び配当金の支払いにより、前連結会

計年度末に比べ 296 百万円減少し、9,369 百万円となりました。 

その他の包括利益累計額は、主にその他有価証券評価差額金は減少しましたが、税制改

正に伴う実効税率の見直しによって土地再評価差額金が増加したことにより、前連結会計

年度末に比べ 216 百万円増加し、3,170 百万円となりました。 
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（３）連結業績予想に関する定性的情報 

平成 24 年 3 月期の当社グループの業績は、売上高の大部分を占める化学品事業において、

需要は第 3 四半期以降、徐々に回復に向かうものと見込んでおりましたが、震災及び原発

事故等の影響による需要不振が想定以上に長引いているため、平成 23 年 9 月 28 日に発表

した業績予想数値に比べ減収となる見込みであります。特に原発事故の影響により一時的

に減販となっている農薬原体アセキノシルは、第 4 四半期には販売が回復するものと予想

しておりましたが、今年度中は本格的な回復には至らず販売数量は前回予想時から更に減

少する見込みであります。なお、来期以降は本格的な販売が再開される見通しであります。 

損益面では上記の減収による減益に加え、設備稼働率の低下による固定費負担の増加、

キノン系製品の一部原料価格が昨年 12月から再び上昇に転じ収益を圧迫していることから、

営業利益、経常利益を下方修正いたします。 

なお、上記の原発事故に起因した営業損害について当社は、東京電力株式会社に対し補

償金を請求中であり、補償金の額について今年度中に合意に至った場合には、これを特別

利益として計上する予定であります。 

現時点では、上記補償金の額、合意時期が未定のため最終損益につきましては、一旦未

定とさせていただきます。 

 

 

２．サマリー情報（その他）に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

 

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

該当事項はありません。 

 

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

該当事項はありません。 
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３．四半期連結財務諸表
（１）四半期連結貸借対照表

（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 292 205

受取手形及び売掛金 4,651 4,496

商品及び製品 886 1,404

仕掛品 444 133

原材料及び貯蔵品 509 458

短期貸付金 2,503 1,620

その他 209 264

貸倒引当金 △0 △0

流動資産合計 9,497 8,583

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 1,735 1,746

機械装置及び運搬具（純額） 1,935 1,665

土地 5,862 5,862

その他（純額） 91 298

有形固定資産合計 9,624 9,571

無形固定資産 224 197

投資その他の資産 586 511

固定資産合計 10,436 10,280

資産合計 19,933 18,863

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 2,351 1,644

短期借入金 100 100

未払法人税等 13 15

賞与引当金 174 73

修繕引当金 74 46

災害損失引当金 31 5

その他 1,063 1,155

流動負債合計 3,809 3,041

固定負債

リース債務 176 151

再評価に係る繰延税金負債 1,955 1,704

繰延税金負債 130 88

退職給付引当金 979 1,059

役員退職慰労引当金 45 59

資産除去債務 216 219

固定負債合計 3,503 3,282

負債合計 7,313 6,323
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(平成23年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(平成23年12月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 6,282 6,282

資本剰余金 2,549 2,549

利益剰余金 1,233 938

自己株式 △399 △399

株主資本合計 9,666 9,369

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 122 87

土地再評価差額金 2,831 3,082

その他の包括利益累計額合計 2,953 3,170

純資産合計 12,619 12,540

負債純資産合計 19,933 18,863
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書
四半期連結損益計算書
第３四半期連結累計期間

（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年12月31日)

売上高 11,194 12,443

売上原価 9,431 11,047

売上総利益 1,762 1,396

販売費及び一般管理費 1,615 1,589

営業利益又は営業損失（△） 147 △193

営業外収益

受取利息 6 3

受取配当金 19 14

業務受託料 46 －

固定資産賃貸料 32 29

その他 13 5

営業外収益合計 117 53

営業外費用

支払利息 1 1

固定資産処分損 5 5

その他 6 3

営業外費用合計 13 9

経常利益又は経常損失（△） 251 △149

特別損失

投資有価証券評価損 － 3

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 82 －

特別損失合計 82 3

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期純
損失（△）

168 △152

法人税、住民税及び事業税 2 2

法人税等調整額 51 24

法人税等合計 54 26

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調
整前四半期純損失（△）

114 △179

四半期純利益又は四半期純損失（△） 114 △179
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四半期連結包括利益計算書
第３四半期連結累計期間

(単位：百万円)

前第３四半期連結累計期間
(自 平成22年４月１日
至 平成22年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成23年４月１日
 至 平成23年12月31日)

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益調
整前四半期純損失（△）

114 △179

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1 △34

土地再評価差額金 － 251

その他の包括利益合計 1 216

四半期包括利益 116 37

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 116 37

少数株主に係る四半期包括利益 － －
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当第１四半期連結会計期間の期首以後に行われる会計上の変更及び過去の誤謬の訂正より、「会計上

の変更及び誤謬の訂正に関する会計基準」（企業会計基準第24号 平成21年12月４日）及び「会計上の

変更及び誤謬の訂正に関する会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第24号 平成21年12月４

日）を適用しております。 

  

該当事項はありません。 

  

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間(自  平成22年４月１日  至  平成22年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １．セグメント利益又はセグメント損失の調整額６百万円は、グループ内設備取引に係る未実現利益実現等に  

     よるものであります。   

     ２．セグメント利益又はセグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。   

  

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報  

 該当事項はありません。  

  

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間(自  平成23年４月１日  至  平成23年12月31日) 

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

 
(注) １．セグメント損失の調整額５百万円は、グループ内設備取引に係る未実現利益実現等によるものであります。 

     ２．セグメント損失は、四半期連結損益計算書の営業損失と調整を行っております。   

   

（３）追加情報

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

【セグメント情報】

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期連結
損益計算書計上

額(注)２化学品事業 その他の事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 11,122 71 11,194 ― 11,194

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

― 79 79 △79 ―

計 11,122 151 11,274 △79 11,194

セグメント利益又はセグメン
ト損失（△）

142 △2 140 6 147

(単位：百万円)

報告セグメント
調整額 
(注)１

四半期連結
損益計算書計上

額(注)２化学品事業 その他の事業 計

売上高

  外部顧客への売上高 12,401 42 12,443 ― 12,443

  セグメント間の内部 
  売上高又は振替高

0 87 87 △87 ―

計 12,401 130 12,531 △87 12,443

セグメント損失（△） △199 △0 △199 5 △193
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２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

 該当事項はありません。 

  

該当事項はありません。 

  

  

  

  

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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